
2 月 7 日のこと。朝からとても寒かったので、保育園の水道も凍っていました。氷をバケツに入れてお

くと、登園して来た子が「わ！氷だ」と言いながら触っていました。 

特養ホームでバイオリン演奏があるので、時間になるまでひろばに散歩に行くことになりました。「ひ

ろばの池、凍っているかな？」「凍ってるよ！だってバケツにも氷あったもん」「でも池は凍らないんだ

よ」などと話しながらひろばに到着。 

すると、いつもは小屋にリュックを置いてからあそぶことになっているのですが、リュックも置かずに

池にダッシュしていた子がいました。どうなっているか気になって仕方がなかったのでしょうね。1人

の子が「すごい！凍ってる！！」と大きな声で言うと「え？」「見たい」と言って次々に集まってきて

みんなで池をのぞきこみ、手で氷を取ろうとしていましたよ。手では冷たくて取りにくい子は枝でコン

コンと叩いて氷を割って遊んでいましたよ。素手でみんなで巨大な氷を引っ張り出す姿もありました☆



 

割れた形はなんだか色々なものに見えていきます。「お山みたい」「ダイヤモンドだよ」「お山が割れて

魚みたい」…溶けたり割れたりしていくことがおもしろいみたいです。 

 

池の方から築山まで氷を持ってきてあそぶ姿もありました。肩がすくんで冷たそうに持つ姿が何とも言

えず冬ならではのあそびをたのしんでいるなぁ～と感じました☆ 

途中で拾った泥だらけの氷を「ここにも落ちてた！」と嬉しそうに持つ姿もありましたよ。 

 



大きな霜柱を発見！！ 

保育園では見たことないほど長い霜柱がひろばにはできていました。 

丸太渡りをしている横や畑の側でせっせと霜柱集めをしている子もいましたよ。 

なんと！長さにして 5センチほどのなが～い霜柱を見つけてくる子もいました！！ 

 


